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見よ、この体格差。でも決して引けはと
りません。

岩手県大槌町の大気海洋研究所附属国際沿岸海洋研究センターのすぐ目の前に、蓬
ほ う ら い

莱島という小さな島があります。
井上ひさしの人形劇「ひょっこりひょうたん島」のモデルともされるこの島は、「ひょうたん島」の愛称で大槌町の人 に々親しまれてきました。
ひょうたん島から大槌町の復興、そして地域とともに復旧に向けて歩む沿岸センターの様子をお届けします。

いよいよ再出発！ 7月20日に新棟完成記念式典

大槌発!

　震災から7年、ようやく新しい研究実
験棟と宿泊棟（共同研究員宿泊棟）が完
成しました。旧敷地より数百メートル山
側に再建された3階建ての研究実験棟は、
周辺住宅地からひょうたん島を望む景色
を妨げないよう斜面を利用した圧迫感の
ない建物になっています。大きな窓と広
い廊下が特徴的な非常に明るいつくりと
なりました。研究機器等の整備は現在進
行形ですが、今年度中には被災以前の機
能を完全復旧させる予定です。海側の部
屋から眺める大槌湾とひょうたん島はま
さに絶景で、世界中から集う海洋研究者
に素晴らしいインスピレーションを与え
てくれることでしょう。平屋建ての宿泊
棟は共同利用研究者のための施設で、最
大35名の受け入れが可能です。広い食
堂スペースはアットホームな雰囲気に仕
上がり、小規模なセミナーなども開催で
きます。
　7月20日には大槌町内の“三陸花ホテ
ルはまぎく”で新棟完成記念式典・祝賀
会を開催し、多くの来賓をお迎えしまし
た。翌21日の一般向け施設見学会には
200名を超える方々にご来場いただきま

した。研究所の
卒業生でバルー
ンアーティスト

の須原三加さん
による素晴らし
い作品やパフォ
ーマンスが、こ
の記念すべき日
に花を添えてく
れました。
　新装開店したセンターでは、海洋研究
拠点としての活動はもちろんのこと、地
域の知恵袋的存在として復興・発展にも
貢献したいと考えています。研究実験棟
のエントランスホールと隣接するギャラ
リーは広く一般に開放し、研究者と地域
の人たちが交流を深める場として活用し
たいと思います。エントランスホールの
天井一面には、新進気鋭の現代アート作
家、大小島真木さんによる「Archipelago 
of Life 生命のアーキペラゴ」が描かれ
ています（表紙参照）。海をイメージし
た幅8メートル近い大作で、大気海洋科
学とは異なる芸術の視点から海を楽しむ
ことができます。また、大気海洋研究所

第45回

と社会科学研究所の協働による文理融合
型のプロジェクト「海と希望の学校 in 
三陸」を4月に開始しました。三陸各湾
の海洋科学・社会科学的特性をベースと
したローカルアイデンティティの再構築
を通じ、地域に希望を育む人材を育成す
ることを目的としています。詳細につい
ては、今後このコーナーでお伝えしてい
く予定です。
　皆様のお力添えにより、センターは大
槌の地で新たなスタートを切ることがで
きました。今後は、これまで以上に国際
的な沿岸海洋研究拠点として機能すると
同時に、被災地にある研究機関としての
役割を果たしていきたいと考えています。

国際沿岸海洋研究センターの調査船「弥生」と申します。皆様のご支援による
竣工から早4年が経ちました。私の業務は沿岸海域の調査・観測ですが、
センター界隈の最新トピックをお伝えするこのコーナーも担当しています。「新青丸」と共に

　この7月は、国際沿岸海洋研究センタ
ーのイベントが盛り沢山でした。ひょう
たん島通信でご紹介した新棟完成記念式
典の翌日（7月21日）には、地域住民の
皆様を対象とした「施設見学会」が開催
され、多くのお客様にお越し頂きました。
このいずれも、私は海から眺めているの
みでしたが、7月23日には、私がメイン
キャストを務める「『新青丸』との共同
調査」に参加しました。学内広報バック
ナンバー1459「ひょうたん島通信 第22

回」に「新青丸」の紹介は譲りますが、
長さにして私の約5倍、総トン数に至っ
ては100倍以上の体格差のある「新青丸」
と共に、大槌湾という晴れ舞台（当日は
生憎小雨混じりの天候でしたが）に立つ
ことが出来ました。
　「新青丸」は引き続きの調査のために
太平洋へ漕ぎ出して行き、私も、船出を
見送りつつ別の調査へ向かいました。
　次回は好天の下で、改めて共に舞台に
立ちたい、と心から思いました。

弥 の ぶ きつ や生調
査
船

新しい研究実験棟と、多くの来賓にご
出席いただいた新棟完成記念式典。
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